
平成29年2月7日 木材会館7階大ホール

大子町森林組合

 関東北東部に位置する
 人口290万人
 人口ランキング11位
 見どころ満載観光地
 おいしいもの沢山
 納豆・干し芋
メロン・レンコン
米・栗・ピーマン
レタス 生産量日本一

 魅力度ランキング47位
※ 47都道府県中

47位

46位
45位

ワースト三兄弟



茨城は魅力でいっぱい

ご旅行は
茨城県を
強く推奨！！



職 員 数 11名、作業員32名（内14名5班素材生産、内18名3班造林夫）
組 合 員 数 約 3,000名
年間事業量 素材生産 10,000m3（約100Ha）切捨集積間伐200Ha
機 械 設 備 フォワーダ×１１台 グラップル×１４台 プロセッサ×３台
素 材 販 売 共販所併設 月2回共販



大子町
31%

大子町以外
69%

県内森林整備実施面積比率

大子町
大子町以外



森林境界は更に

亡失

主に大面積森林を

間伐
一方零細森林は

放置

零細所有者は

経営意欲喪失



山の正確な測量図が欲しい
自分では整備できない
山で収入を得たい
長期的に山を管理してほしい
信頼できる管理者が欲しい

測量のノウハウ・機材は揃ってる
補助制度を絡めた森林整備
集約化で低コストで高い還元
長期の安定した事業量が欲しい
組合員の信頼を得て仕事が欲しい

組合員の
負託に応える
困っている事に
正面から向き合う

相互協力して
生産性を高める

協同の精神

零細な森林をまとめ
境界確定・杭打・測量・製図実施

山林保全管理の

つまり



✔杭と測量図で山主への訴求力
✔長期の委託管理で安定事業
✔手付かずの森林は膨大な資源量

人材育成
機械導入

黒字
経営

総会
剰余金
処分案



杭等資材
機械器具費

測量・協力員
座談会等人件費

事務関連
消耗品等

 本来注力すべきところを外れ書類整備にウェイトが集中
 目的は境界確定・杭打設・境界保全図
 根拠資料や証拠資料は目的ではない



座談会 立合
杭打

測量
+製図

管理契約
+森林整備

 境界確認推進委員の主導
 山林所有者と話し合い
 境界有識者と協力員の選出決定
 立合い・杭打ちの日程調整

委員長
代表理事組合長

A地区委員
地元理事／監事

協力員1
組合員／有識者

協力員2
組合員／有識者

B地区委員
地元理事／監事

協力員3
組合員／有識者

協力員4
組合員／有識者

C地区委員
地元理事／監事

協力員5
組合員／有識者

協力員6
組合員／有識者

副委員長
副組合長

 理事/監事から構成
 取り纏め・連絡調整
 境界有識者の発掘
 境界立合い

「境界確認推進委員会」
組織図



座談会 立合
杭打

測量
+製図

管理契約
+森林整備

 ＧＩＳ・ＧＰＳによる境界探査
 委員・境界有識者の主導
 協力員は杭の運搬

✔(株)ジツタ製「森林GIS・Assist7」



✔見えないものが見えてくる

座談会 立合
杭打

測量
+製図

管理契約
+森林整備

 境界測定は所有者境のみ
 協力員・有識者に先導依頼
 レーザーコンパス・GPSにて測量



座談会 立合
杭打

測量
+製図

 管理委託締結で将来の事業確保
 集約化により高効率路網
 低コスト施業で山主に還元

管理契約
+森林整備



 境界有識者に頼るウェイトが多い
 境界有識者は高齢者が多く踏査困難

ドローン搭載カメラによる
リアルタイムの林内飛行映像

360度全視界の映像を得られる
ＶＲヘッドセット

携連



杭を残して
悔いを残さず


